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新
し
い
教
育
の
モ
デ
ル
校
を
め
ざ
し
て

千
寿
桜
小
学
校
が
完
成
し
ま
し
た

旧
千
寿
第
六
小
学
校
と
旧
千
寿
第
七

小
学
校
の
統
合
新
校
と
し
て
平
成
4
年
4

月
に
発
足
し
た
千
寿
桜
小
学
校
。

こ
の
新
校
舎
が
、
旧
千
寿
第
七
小
学

校
跡
地
(
千
住
桜
木
1
-
8
-
1
5
)
に

完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
千
寿
本
町
小
学
校
に
次
い
で

区
内
2
番
目
の
統
合
新
校
と
な
り
ま

す
。こ

の
千
寿
桜
小
学
校
は
、
次
代
を
担

う
児
童
の
自
主
性
や
個
性
を
伸
ば
す
た

め
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
習

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
機
能
も
備
え
た
地
域
開
放
型
の
学

校
で
す
。

ま
ず
、
皆
さ
ん
が
ご
利
用
で
き
る
設

備
は
、
図
書
室
の
中
に
あ
る
一
般
開
放

学
習
室
で
す
。

こ
の
学
習
室
に
は
、
児
莖
や
子
供
に

関
す
る
図
書
や
視
聴
覚
資
料
を
多
く
と

り
そ
ろ
え
る
と
伴
に
、
学
習
の
場
と
し

て
の
機
能
も
十
分
に
備
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
音
楽
ホ
ー

ル
等
と
し
て
も
使
え
る
多
目
的
ホ
ー
ル

で
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
は
生
涯
学
習
・
地
域

学
習
の
場
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
他
の
広
い
用
途
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

校
庭
に
も
特
色
を
も
た
せ
、
隣
り
の

一区
立
千
住
桜
木
町
公
園
と
一
体
化
し
て

自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
千
寿
桜
小
学
校
は
地

域
に
密
着
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の

新
し

い
学
習
の
場
と
し

て

、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

開
放
日
1
4
月
2
1
日
采
)
か
ら
開

放
時
間
=
図
書
室
…
午
前
9
時
～
午
後

8
時
/
多
目
的
ホ
ー
ル
…
授
業
の
あ
る

日
午
後
5
時
3
0
分
～
午
後
9
時
3
0

分

、
授
業
の
な
い
日

午
前
9

時
～
午

後
9

時
3
0
分

使
用
料
=

図
書
室
・
:
無

料
/

多
目
的
ホ
ー
ル
・・・
有
料
(
た
だ
し

、

社
会
教
育
団
体
等
は
無
料
)

申
・
問
先
=

マ
千
住
本
庁
舎
・
学
校
教
育
部
庶
務

係

登
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
(
4

月
2
0
日
ま
で
)

▽
千
寿
桜
小
学
校

昔
(
3
8
7
0
)
2
8
0
4
(
4
月
2
1

日
か
ら
)

`
f
气
『
l
i
「・
‘
難
擺
ポ
」

岨

羅

宍

千寿桜小学校全景( 校庭側から)

設備の整ったコンピ ュータ室

広いスぺースの屋上プール クラスの仕切りがないゆったりとした教室

舞
台
、
観
覧
席
も
あ
る

多
目
的
ホ
ー
ル

図
書
室
に
あ
る

一
般
開
放
学
習
室

千 寿 桜小 学 校多 目 的 ホ ール使 用 料

「
あ
だ
ち
広
報
」は
今
月
か
ら

1
日
(
E
X
P
)

・
1
0日
・
2
5日
の
発
行
に
な
り
ま
す

※
な
お
、
公
社
の
情
報
を
ま
と
め
た
広
報
紙
「
公
社
あ
だ
ち
」
は
、
1
日
と
2
0

日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

≪
広
報
課
≫
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季
節
も
よ
し
　
外
で
も
内
で
も
い
い
汗
か
こ
う

楽
し
い
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ

夏
休
み
期
間
中
、元
溯
江
公
園
内
に

キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
。キ
ャ
ン
プ
用
品

も
貸
し
出
し
ま
す
。期
間
=
7
月
2
1

日
～
8
月
3
1
日
。―
泊
2
日
…
午
後
1

時
～
翌
日
の
午
前
い
(
時
/
日
帰
り
:
牛

斡
1
1
1
1
時
～
午
後
9
時
対
象
=
区
内
少

年
団
体
(
利
用
者
1
5人
に
つ
き
、教
育

委
員
会
指
定
講
座
修
了
者
1
人
の
付
き

添
い
が
必
要
)

申
込
9
往
復
(
ガ
キ

に
団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、「キ
ャ
ン
プ
場
利
用
希
望
」

ま
た
は
「キ
ャ
ン
プ
用
品
外
部
貸
し
出

し
希
望
」と
明
記
了
団
体
1
通
)

期

限
1
5
月
6
日
必
着

抽
選
H
‥
5
月
9

日
午
前
1
0時
、千
住
本
庁
舎
6
階
会
議

室
で
受
付
順
位
を
公
開
抽
選

申
・
問

先
i
千
住
本
庁
舎
・
少
年
育
成
係

〒
1
2
0

千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

H
O
W
 
T
O

キ
ャ
ン
プ

元
溯
江
公
園
を
使
っ
て
野
外
活
動
を

行
う
際
に
、指
導
者
と
し
て
必
要
な
事

柄
と
野
外
実
技
を
習
得
し
ま
す
。修
了

者
に
は
、
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
等
=
表
1
の
と
お
り

対
象
=
1
6

歳
以
上
で
、
青
少
年
育
成
活
動
に
か
か

わ
っ
て
い
る
方

費
用
=
無
料
(
た
だ

し
、
材
料
費
の
み
実
費
)

申
込
―
電

話

期
限
1
5
月
6
日

申
・
問
先
1

千
佳
本
庁
舎
・
少
年
育
成
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表1　 HOW TO キャ ンプ 日 程

区
民
ス
ポ
ー
ツ

教
室

日
程
等
=
表
2
の
と
お
り

対
象
儿
丿

歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

方
(
高
校
生
は
除
く
)

定
員
=
各
会

場
4
0人
(
抽
選
)

鳧
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

卓
球
は
3
0
人

費
用
‥
‥無
料

申
込
―

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
ラ

リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日

、
電
話
番
号
、「
種
目
・

会
場
名

」
を
明
記

期
限
=
4

月
2
6
日

必
着

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
体

育
振
興
係

〒
1
2
0千
住
-
1
4
1
1
8

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表2 種目 ・日 程等

ビ ー チ ボ ー ル バ レ ー の 試 合

少
年
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

対
象
9
区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
で
組
織
し
て
い
る
団
体
の
大
会
で
1
0

チ
ー
ム
以
上
ま
た
は
圈
人
以
上
の
参
加

が
あ
り
、
要
項
・
規
約
が
明
確
な
も
の

。

た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
受
け
て
い
る

団
体
(
地
区
対
策
委
員
会
、
体
育
協
会
、

町
会
・
自
冶
会
な
ど
)
が
主
催
す
る
大

会
は
除
く

申
込
=
体
育
課
に
あ
る
補

助
金
交
付
申
請
書
を
提
出

期
限
=
5

月
2
日

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・

体
育
振
興
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

A
・
B
コ
ー
ス
研
修
会

子
ど
も
会
活
動
は
、
豊
か
な
人
間
関

係
を
は
ぐ
く
み
、
体
験
学
習
を
通
し
て

自
分
を
発
見
す
る
「
学
び
」
の
場
で
す
。

そ
の
中
で
活
動
す
る
中
学
生
・
高
校
生

の
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
を
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
区
で
は
、
足

立
区
少
年
団
体
連
合
協
議
会
の
協
力
を

得
て

、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

行
い
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
A
コ
ー
ス

日
程
等
=
5
月
上
旬
～
6
月
下
旬
の
間

で
4
回
(
く
わ
し
く
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
)
対
象
―
小
学
4
～
6

年
生

内
容
=
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど

□
B
コ
ー
ス

日
程
等
9
5
月
上
旬
～
1
0
月
上
旬
の
間

で
7
回
(
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
)

対
象
a
A
コ
ー
ス
修

了
者
、
お
よ
び
中
学
生

内
容
=
野
外

キ
ャ
ン
プ
の
体
験
学
習
な
ど

費
用
=

無
料

申
・
問
先
=
各
子
ど
も
会
育
成

会
会
長
、
ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
少
年

育
成
係
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ゲ ー ム を 楽 し み な が ら の 研 修 会

相

談

平
成
6
年
度

出
張
相
談

(扛
)
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
都
・
日
暮
里
高
年
齢
者
就

業
相
談
所
と
合
同
で
、
表
3
の
と
お
り

出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。
豊
富
な
知
識

や
経
験
を
持
ち
。
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
の
就
業
に
つ
い
て
の
相
談

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

表3 出 張相談日程

あなたの 相談 室 問 先= 足 立区 役 所 干 住本 庁 舎 ・1 階区 民 相 談室所 在 地こ 干 住1- 4- 16f 13882 ―1111㈹
困 っ た こ と や 心 配 な こ と が あ り ま し た ら 、 慂 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い( 無 料 ・ 秘 密 厳 守) 、

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】
サ
ー

ク
ル
情
報
、
催
し
物
な

ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗

教
・
政
治
目
的
の
も
の
、

会
費
が
月
額
4
千
円
を

超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不
備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
1

団
体
1
事
業
/
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、

使
途
な
ど
)
を
明
記
し
て

、
郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま

せ
ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着

順
/
催
し
物
の
締
め
切
り
は
、
発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
肉一
千
庄
1
1
4
-
1
8
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
ア
ー
ス
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
゛
m

荒
川
4
月
1
7
日
(
日
)
、午
後
2
時
/

虹
の
広
場
集
合
(
雨
天
中
止
)
/
軍
手
と

筆
記
用
具
を
持
参
/
小
さ
な
ご
み
仲

間
・
菅
原
霓
3
8
7
0
)
2
7
3
4

☆
講
演
会
「す
て
き
な
男
と
女
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」4
月
1
9
日
(
火
)
、

午
後
7
時
～
9
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
/
講
師
荒
居
百
合
子
氏
/
無
料
/
梅

島
話
し
方
サ
ー
ク
ル
・
田
中

(
3
8
5
9
)
2
4
4
3

☆
倫
理
文
化
講
演
会
「
で
あ
い
」4

月
2
4日
(
日
)
、
午
後
2
時
～
3
時
4
0

分
/
生
涯
学
習
館
/
出
口

(
3
6
2
9
)
1
5
6
0

☆
変
額
(
生
命
)
保
険
に
関
す
る
相
談

相
続
税
対
策
と
し
て
加
入
し
た
変
額
保

険
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
で
き
ま
し

た
。
く
わ
し
く
は
変
額
保
険
被
害
者
の

会
へ
。　
(
3
5
0
5
)
4
6
4
3

=
募
集
=

☆
足
立
区
馬
術
連
盟
会
員

発
足
に
あ

た
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
/
入
会
金
3

千
円
、
月
額
千
円
/
飯
田

(
3
8
8
3
)
9
2
9
1

☆
「人
間
の
生
き
方
」研
究
と
実
践
教

室
毎
月
第
1
日
曜
日
…
午
後
2
時
～

4
時
、第
3
土
曜
日
・
:
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
/
無
料
/
伊
東

(
3
6
2
8
)
9
7
9
2

☆
水
曜
手
あ
み
教
室
毎
月
第
2
・
4

水
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
中
央
本

町
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金

千
円
、
月
額
千
円
/
岩
城

(
3
8
8
6
)
3
9
1
9

☆
俳
句
初
歩
の
会
毎
月
第
4
日
曜

日
、午
後
1
時
～
4
時
3
0
分
/
産
業
振

興
館
/
月
額
千
円
(
教
材
費
は
実
費
)
/

小
林
　
(
3
8
8
1
)
0
1
2
0

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ーフ
ブ

土
・
日
区
内

各
コ
ー
ト
/
4
0歳
ま
で
の
方
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
円
/
柳
川

3
6
2
8
言
8
6
0
(

午
後
9

時
以
降
)

☆
話
し
方
教
室
毎
月
第
1
・
3
火
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
保
罹
セ
ン
タ

ー
/
初
心
者
歓
迎
/
1
回
千
円
/
津
田

(
3
8
8
5
)
7
5
4
8

☆
茶
道
裏
千
家
(
緑
水
会
月
組
)

毎

週
月
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
江
北

セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3
千
5
0
0円
、
菓
子
代
沺
円
/

立
花
　
(
3
8
5
4
)
4
7
3
7

☆
童
謡
を
う
た
う
会
月
2
回
日
曜

日
、正
午
～
午
後
2
時
/
北
千
住
駅
近

く
/
原
田
　
(
3
8
8
2
)
6
9
8
6

☆
手
話
サ
ー
ク
ル
(
わ
か
ば
会
)

第
1

・
3
・
4
木
曜
日
、
午
後
7
時
3
0分

～
9
時
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
初
心
者

歓
迎
/
月
額
2
千
円
/
高
野

(
3
8
8
0
)
1
2
1
7
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保
健
・
衛
生

ぜ
ん
息
児
水
泳

教
室
(
前
期
)

日
時
=
6
月
1
日
～
7
月
6
日
の
毎
週

水
曜
日
(
計
6
回
)
、午
後
3
時
～
5
時

3
0分
(
予
定
)

場
所
1
つ
き
う
き
館

対
象
=
区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
息
の
小
学

生

定
員
り
4
0人

申
込
期
間
=
4
月
1
1
1
1

日
～
1
5日

※
後
期
は
1
0月
か
ら
千

住
地
区
で
実
施
予
定
。た
だ
し
、前
期
・

後
期
両
方
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
んぜ

ん
息
児
の
た

め
の
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

期
間
=
8
月
1
日
～
6
日
(
5
泊
6
日
)

場
所
=
塩
原
林
間
学
園
対
象
=
区
内

在
住
で
ぜ
ん
息
の
小
学
3
年
生
～
中
学

3
年
生
内
容
‥
‥
ぜ
ん
息
の
学
習
、水

泳
、(
イ
キ
ン
グ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
う
転
地
療
養
定
員
=
1
0
0

人
申
込
期
間
=
5
月
9
日
～
H
日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料

申
込
=
健
康
保
険
証
、

印
か
ん
を
持
っ
て
直
接
窓
口
へ

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
公
害
補
償
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
、
大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
付
け
ま
す
。

対
象
ふ
J
歳
以
上

の
区
民

申
込
―
消
化
器
が
ん
検
診
日

程
表
(
表
4
)
か
ら
検
診
日
、
場
所
(
第
3

希
望
ま
で
)
、消
化
器
が
ん
希
望
と
明

記
。
受
診
票
は
、
検
診
月
の
前
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す

期
限
=
5
月
に
受

診
を
希
望
す
る
方
は
4
月
2
0日

。6
月
、7

月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診
希

望
の
前
月
2
0日

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
に
立
つ
検
診
で
す
。

対
象
よ
J
歳

以
上
の
区
民

場
所
=
区
内
契
約
医
療

機
関

受
診
日
a
受
診
票
の
指
定
期
間

内
に
、
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
ぇ

受
け
て
く
だ
さ
い

□
成
人
健
康
診
査

ふ
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。

対

象
-
4
0歳
以
上
6
4歳
ま
で
の
区
民

場

所
9
区
内
契
約
医
療

機
関

受
診
期
間
9
5

月
か
ら
翌
年
3
月

ま
で

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
普
通
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
電

話
番
号
、
検
診
名
を

記
入
。
受
診
票
と
案

内
を
お
送
り
し
ま

す
。
な
お
、
無
料
(

ガ
キ
を
区
民
事
務

所
、
保
健
所
、
保
健

相
談
所
、
住
区
セ
ン

タ
ー
等
に
4
月
か
ら

備
え
付
け
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0千

住
1
-
4
‘鈿

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

地
域
栄
養
士
講
習
会

在
宅
高
齢
者
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
と
栄
養
対
策

地
域
の
中
で
、高
齢
者
の
食
の
問
題

を
考
え
る
講
習
会
で
す
。日
時
=
4

月
2
3
日
足
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
対

象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
栄
養
士

講

師
=
藤
田
美
明
氏
(
東
京
都
老
人
総
合

研
究
所
栄
養
学
部
門
研
究
室
長
)

定

員
萢
J
人

費
用
1
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
9
千
住
保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4　 消化器がん検診日程

募

集

東
京
2
3区
職
員

東
京
2
3区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る

人
材
を
求
め
ま
す
。
東
京
2
3区
に
勤
務

す
る
職
員
の
採
用
試
験
は
、
特
別
区
人

事
委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
試

験
の
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
高
得
点
順
に
記
載
さ
れ
、
希
望
区

や
通
動
事
情
等
に
よ
り
各
区
に
提
示
さ

れ
ま
す
。各
区
は
、提
示
を
受
け
た
浚
、

面
接
等
を
行
い
採
用
予
定
者
を
決
定
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
採
用
は
原
則
と
し

て
平
成
7
年
4
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

職
種
・
受
験
資
格
等
=
表
5
の
と
お
り

(日
程
は
予
定
)

案
内
配
布
場
所
9

東
京
2
3区
役
所
、
特
別
区
人
事
委
員
会

事
務
局
試
験
課

問
先
=
特
別
区
人
事

委
員
会
事
務
局
試
験
課

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
1
{

り

表5　 平成6 年度東京23区職員採用試験日程等(予定)

( 注) 各試験 の詳細について は、 各試験公告をご覧く ださ い。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
1
9
4
8

年
(
昭
和
2
3年
)
第
3
回
国
際
連
合

総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

宣
言
に
は
「
人
類
社
会
の
す
べ
て

の
構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
と
平
等
で

譲
る
こ
と
の
で
忝
な
い
権
利
と
を
承

認
す
る
こ
と
は
、
世
界
に
お
け
る
自

由
、正
義
及
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
」

(前
文
)
。

「
す
べ
て
の
人
は
、
人
種
、
皮
膚

の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上

そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は

社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他

の
地
位
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か

な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る

こ
と
な
く
、
こ
氾
噐
=
に
掲
げ
る
す

べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
(
第
2
条
)
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が

基
本
的
人
権
に
つ
い
て
、
お
互
い
に

認
め
合
い
、
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
。
国
連
の
場
で
あ
ら
た

め
て
認
識
し
合
つ
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
人
権
宣
言
を
よ
り
効
果

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
1
9
6
6

年
に
国
際
連
合
で
「
国
際
人
権
規
約
」

を
採
択
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、「
経
済

的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関

す
る
国
際
規
約
」
と
「
市
民
的
及
び

政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」

と
の
二
つ
の
文
書
か
ら
成
り
立
つ
規

約
で
す
。

こ
れ
は
、
い
か
な
る
事
由
に
よ
る

差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
す
べ

て
の
人
間
を
人
間
と
し
て
尊
重
す
る

こ
と
を
、
規
約
を
批
准
し
た
国
に
義

務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
人

権
谷

国
際
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

日
本
も
「
国
際
人
権
規
約
」
を
批

准
し
、
国
際
的
な
人
権
尊
重
国
家
の

一
員
と
し
て
仲
間
入
り
し
て
い
ま

す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
　

せ
は
、
千
庄
本
庁
舎
・
同
和
対
策

担
当
へ
。

幼児とお母さんの

友 達 づ く り
あなたも参加してみませんか

実
施
場
所
・
対
象
・
申
し
込

み
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
表
6

の
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

幼児は 体を動 かすのが大好き

表6　 幼児グループ実施一覧
( くわしくは、お問い合わせください。1～4は児童館、5～30は住区センターです)
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便利で快適な交通ネットワークをめざして

「足立区総合交通計画」
の策定のため

調査を行いました
( 中間報告)

今年 四
案につい て鮑元説明会が行われました。日夢里 一
憲人 鑠の皿元説明会もまもな< 行われ、いよいよ冐
新箘の黔圖 か明らかになりま す。この両姐が圃週覃る
と、 扁町区の放射状C爾北) の骸遭網はほぽ尭虞し ます・9
後は、竃状方向( 東西) のー- 皿の毒入やyX ス据 繍心 攜

儺が樗たれるところです。
区では、高い利便性と快 性をそなえた交通ネットワーク

の実現を目指して、平成5年廣から3年計画で「足i Z区櫓合交
通計画」を箘ましています。蹴定のために行う柵童のうち、911
は5 ・年度の躙査の内容をお知らせします。

5
年
度
の
調
査
結
果

□
交
通
施
設
台
帳
の
作
成

交
通
に
閼
し
て
の
現

状
か
蕣
ゐ

駟
か

く
把
握
す
る
た
め
、
区
内
全
て
の
駅
や

駅
前
広
場
、
パ
ス
停
留
所
の
現
地
調
杳

を
行
い
ま
し
た
。
'
』
れ
か
も
と
に
、
区

内
の

交
通
施
設
の
観
模
や
般
備
の
内
容

が
一
目
で
わ
か
る
『
交
通
施
設
台
帳
』

素

砥

し
ま
し
た
。

□
問
題
点
と
そ
の
対
応

翕

の
調
莠

針
を
決
め
る
た
め
、

問
題
点
や
課
!

″疫

理
し
(
麦
1
)
、
3

段
階
の

整
備
方
針
を
策
定
し
ま

し
た
(

麦
2
)

。

表1　区内の交通の問題点と課題

表2　 総合交通計画の整備方針

今
後
の
予
定

6
年
豕
?
{
ほ
、
整
備
の
基
本
方
針

ミ

な
交
通
体
系

の
実
爾
化
に
向
け
て
、
詳
細
な
調
査
検

肘
鷺

″
い
。
整
爾
黔
耶
を
策
定
し
て
い

罌

无
そ
の
た
め
に
、
秋
に
区
民
の
方
を
対

象
に
交
通
行
励
調
査
と
交
通
機
関
利
用

に
関
す
る
意
識
調
竃
を
行
い
李
y
。
対

象
ど
な
6
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
爾
い
し
零
y
。
問
先
=
千
住
本
庁

舍
・
交
通
計
画
課

(―
)
1
1
1
L

㈹

第
三
次
基
本
計
画

賍
円
隕
m

胆

隴
m
-

翳
膕
鯔
鱗

貽

頤

肝

韭

缸
氈
H
B
聡

交
通
問
題
協
議
会

靉

匹
腿

讎

膸

醗

竸

証

皿

屏
こ
の
″
罌
塁

套
に
亀

、一
″
り
い
専
門
的
か
っ
i
覃
讐
翆
皮

『
暼
せ
県
め
萱
i
巡
回

'
協
碓
蘖
に
は
矜
な
が
濤
贋
有

徭
X
J
て
ぃ
ゆ
チ
。
こ
の
協
巌
侖
は
、

y
l
鑒
。
區
蠡
員
、
鏨
・

W
ス
一
萎
冫
醤
馨
窶
)
、

豕
畷
辱
蔑
袞
t
い
黍
。

区役所への問合せ
本 庁 舎 ……… 　3882- 1111㈹
( 〒120 千住1- 4- 18)

中 央 本 町 庁 舎 …………下表の各課へ直接電 話してください
( 〒120中央本町1- 17- 1)

中央本町庁舎所属別電話番号一覧表
局番はすべて( 3880) 局です

も
っ
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に

4 月1 日
スタート

総
合
的
な

個
人
情
報
保
護
制
度

区
?
ほ
、
福
祉
、
教
冐
、
保
鵈
な
ど

憊
{
兀

の

冷
吝

に
密
伊

公

往

事
を
す

る
た
め
に
、
氏
名
、
住
所
、
収
入
な
ど

た
ぐ
さ
ん
の

個
人
情
報
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
条
例
で
保
護
さ
れ
て
い

た
電
子
計
算
機
で
処
理
さ
れ
る
個
人
情

報
に
加
え
。
手
一

巻
の
又
一

、
写
真
。

図
画
な
ど
、
区
か

持
っ
て

い
る

す
べ
て

の
佃
人
情
報
を
条
例
に
よ
っ
て

保
睾

す

忝

と
い
う
、
よ
り

積
極
的
な
も
の
に
な
n

ま

し
た
。

必
要
最
小
限
の

個
人
情
報
で

区
は
個
人
情
報
峇
汲
う
事
業
を
行
う

と
き
、
原
則
と
じ
て
本
人
か
ら
燐
報
を

集
め
嫐
歹
。
そ
の
瞭
、
忿
つ
目
的
愈
明

ら
か
に
し
必
要
最
小
限
の
項
目
を
お
伺

い
し
て
い
ネ
y
。
ま
た
、
特
別
の
場
皀

か
啄
い
て
、
個
人
情
報
か
皿
籾
の
ほ
的

を
超
&
に
瓱
の
事
藁
に
利
用
し
た
り
、

民
間
の
鈿
社
や
他
の
公
共
団
体
な
ど
区

以
外
へ
提
供
し
た
り
し
ま
せ
ぺ

自
分
の
個
人
情
報
に

関
す
る
権
利
を

保
障
し
ま
す

区
に
自
分
の
個
人
情
報
が
あ
る
方

は
、
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
で
あ
る
こ
と

が
証
明
が
で
霤
夕
s
の
(
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
顔
写
真
の

あ
る
公
的
征
明

一

、
ま
た
は
飃
康
保
険
証
と
年
金
証
書

等
複
数
の
公
的
蘭

蠢
)

を
持
粐
‥
y

て
ぐ
だ
さ
い

。
な
お

、
自
分
の
個
人
情

報
―

町
正
を

ま

た
こ
の

条
例
に
澆

況
し
て

収
集

、利
用

、

外
郎
提
供
レ

た
場
e

は
そ
の
削
除
お
よ

び
中
止
を

、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
こ
と
が

で
畧

旡

不
服
の
申
し
立
て

が
で
き
ま
す

こ
れ
ら
の

請
求
に
対
し
て

、
区
が
行

っ
た
決
定
に
不
満
が
勞

夕
場
合
は

、
公

文
S

公
開
・
釁
人
冊
報
保
護
審
査
蕀
に

不
服

を
申
し

立
て

る
こ
と
が
で

き
ま

す

。
こ
の

瞿
轟
会
は

、
学
者
や
弁
躓
士

で
構
成
さ
れ

。
中
立
の
立
場
で
塀
査
し

ま
す

。
区
は

。
、響
斎
会
の

決
定
を
尊
重
k

ヂ

。

個
人
情
報
の

登
録
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

個
人
情
鄂
を
琢
つ
区
の
事
業
痴
登

録

し
た
登
録
博
を

、
情
報
公
開
課
で
自
由

に
見
ら
れ
る
一

つ
に
な
り
李
歹
。
登
録

簿
に
は

、
個
人

情
報
を
扱
う
事
業
の
内

容

、除
用

し
て
い
る
個
人
情
報
の
項
目

、

利
用

、
畏
黻
の

状
況
が
記
載
し
て
あ
り

ま

す
。

開
示
で
き
な
い

個
人
情
報

▽
法
令
等
の
規
定
に
よ
る
場
合
▽
個

人
の
評
価
、鯵
断
、判
定
、指
導
、相

談
、推
薦
、珊
珊
罅
に
開
す
又
も
の
で
、

開
示
し
な
い
y
y
β
、本
人
に
と
っ
て

明
ら
か
に
正
当
な
理
由
が
あ
資
挺
め

ら
れ
`
と
き
∇
取
り
締
ま
り
、調
査
、

交
渉

、
照
会

、
訴
訟
等
に
関
す
る
も
の

で

開
示
t
Q

こ
と
に
よ
り

、
公
正
ま
た

逑

母
正
な
行
政
執
行
岑
薯
し
く
妨
げ
る

お
そ
れ
の
あ
る
と
き

悪
質
事
業
者
に

指
導
・
勧
告
を

区
は
、区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
&
侵

害
し
て
い
る
思
質
な
事
業
者
に
対
し
て

指
導
・
勤
簪
y
i
。
ま
た
、
こ
れ
に

咲
り
な
い
場
合
は
事
業
者
の
名
前
を
公

F
爺
y
。

自
分
で
で
き
る

個
人
情
報
保
護
の

第
一
歩

今
、
素
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

様
々
な
個
人
鷽
報
が
、
一
人
歩
き
を
し

て
い
零
歹
。
こ
れ
を
現
制
す
る
犀
與
な

法
律
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
べ
私

た
ち
に
蓄
簒
y
y
ほ
、
名
簿
躙
を
無

造
作
に
琲
て
た
り
、
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ

ー
ト
で
ら
分
の
個
人
彎
報
夲
気
軽
に
流

レ
た
p
W
な
い
こ
と
で
y
。
ま
た
、
名

簿
等
奮
f
成
す
る
と
賁
ほ
、
必
要
最
小

限
の
個
人
梼
報
の
項
目
で
作
る
ぶ
?
心

胼
g
!
I

う
。

(
情
報
公
開
踝
》

個人情報の請求から決定までゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
・
住
環
境
の
実
現
に
向
け
て

足
立
区
住
宅
基
本
条
例
制
定

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
時
代
へ

一

区
で
は
、
道
路
や
公
園
、
下

水
這
の
I

釁

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
の
整

儁
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し

た
。
し
か
し
、
区
民
の
庄
宅
事
情
に
つ

い
て
は
、
居
住
水
準
や
住
職
糒
、
高
齢

社
僉
へ
の
対
応
な

ど
、
質
的
な
飜
騙
が

多
く
舛
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ

れ
4
そ
解
決
す
る
た
め
に
3
月
の

第
1
回
区
議
罍

画

会
で
「
足
立
区
住

宅
棊
本
条
例
」が
制
定

麌
q
C

鳥

こ

の

条
例
は
、
区
が
各
種
恁

霍
循

を
進

め
て
い
く
卜
で

季

石

甃

も

の
で
罵

だ
れ
も
が
気
持
ち
良
く

暮

ら

せ

る

都

市

に

区
の
住
s
呎
策
の
目
標
は
「
収
入
、

年
齢
、
職
業
の
異
な
る
人
、
ま
た
障
害

を
持
つ
方
等
、
様
々
な
人
々
が
共
に
生

活
で
咢

♀
鬻
'
な
社
会
を
築
く
こ
と
』

「
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
構
成
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
環
境
の
下
で
、
ゆ

と
り
あ
る
咀
簍
蠢
絃
も
が
実
感
で

霤
る
こ
と
』
で
す
。
そ
れ
を
興
現
す
&

た
め
に
次
り
ぞ
2

逅

り
組
み

を
し
て

い
膏
覃
蚕

。

□
高
齢
者
向
け
の
住
宅
を
確
保

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
住
み
纃
9
2
父
y

う
に
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
多
ほ
じ
め
と
し

た
高
齢
希
同
け
の
住
宅
の
供
耙
を
通
め

家
す
。ま
た
、高
齢
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、多
世
代
が
住
め
る
庄
宅
や
襾
齢

幸
同
け
の
配
慮
が
さ
れ
`
海
咆
(
バ
リ

ア
フ
リ
ー
住
宅
)
等
へ
の
支
儕
も
耄
め

奪
y
。

□
総
合
的
な
絛
宅
政
簾

区
で
は

、
各
種
婁
'
う
ぐ
ひ
豚
策
と

連
携
し
な
が
ら
総
合
的
な
住
家
皈
策
を

進
め
豕
y
。

特
に
、
▽
地
域
か
ら
の
発
孥
を
取
り

入

れ
、
譚
袰
も
住

宅
も
謇
p

し
や
す
く

し
て
い
く
こ
と

マ
低
所
辱
辱

ほ

で

は

な
ぐ
中
堅
所
帰
雇
向
け
の
公
共
住
宅

の

供
給

▽
持
ち
嫐
取
辱
と
邏

て
替
え

の

支
援
等
、
い
つ
ま
で

も
住
み
栲

″
6

れ
る
眼
弔
ま
ち
づ
く
り
歉
策
萱

羃
め
て

い
喪
乖
チ

。

昨年11月に開設したシルバーピア谷中

ご
理
解
ご
協
力
を

こ
の

条
例
で
は
『
区
民
の

皆
さ
ん
が
、

ご
自
分
の
居
住
水
準
の

向
上
や

良
好
な

住
環
塊
つ
く
り
に
自
ら

努
め
て
い
た
だ

く
こ
と
二

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
区
や

都
の
実
施

す
る
住
宅
に
!

炙

鳶

策
へ

串
刀
し
て
い
た
だ
く
こ

と
」
を

合
わ
せ

て

定
め
黔

レ
た
。

ゆ
と
り
ゐ
ゑ
凄
吝
を
実
現
官
9
た

め
に
、
区
民
の
皆
t
{
刄
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
啄
y
。
問
先
1
千

住

本
l
b舎
・
住
耆

(
a
)
1
1
1
1

㈹

区
で
は
住
ま
い
に
関

す
る
様
々
な
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

お
考
え
の
方
へ

区
で
は
、
僅
宅
金
融
公
庫
、
ま
た
は

区

が
纉
足
す
ゑ

霰

機
関
か
ら
住
宅
改

良
賢
僉
萱

腎
り
て
工
事
を
行
う
方
に
、

資
金
の
一
部
鷽
叨
成
し
て
い
ま
す
。
s

自
己
用
住
宅

対
象
=
自
己
ま
た
は
同
居
の
親
族
が
所

有
す
る
住
宅
で
引
き
篩
膏
居
住
t
g
s

の
/
区
内
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い

る
/
前
年
度
の
総
所
醂
金
額
が
瞋
万
円

以
下
助
成
金
額
I
借
入
額
の
1
0
%
　

(
最
高
限
度
額
4
4万
円
)

□
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分

対
象
―
区
分
所
有
者
令
爾
で
搆
臈
す
る

管
穩
警
助
成
金
額
Å
叉
額
の
1
0

%
(
最
高
限
矗
T
戸
あ
た
?
万
円
)

※
助
成
事
業
に
関
す
る
区
の

指
足
金
融

機
関
お
よ
び
要

件
な
ど
、
く
わ
し
ぐ
は

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
庄
宅
佩

(
a
2
)
-
1
1
L

㈹

高
齢
者
集
合
住
宅
の

オ
ー
ナ
ー
(
建
築
主
)

募
集

区
で
は
、高
齢
考
向
け
の
構
造
と
設

爾
(
手
y
り
、緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
)

を
驛
え
た
民
間
の
1

住
宅
に
困
っ

て
い
る
両
齢
者
の
方
に
蕀
叭
し
て
い
ま

す
。こ
の

事
業
に
S

力
し
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
集
合
住
宅
岑
瘴

愨

冕

鑷

築
主

多
雰
s
E
'
ま
す
。
僭
上
期
間
I
原
則

2
0
年
対
象
↓
`
齢
者
集
合
活
冢
翁

設
で
き
る
敷
地
の
所
有
権
者
/
東
京
都

優
良
民
間
賃
貸
住
名
制
度
(
蔑
設
賢
金

の
低
利
融
賢
ま
た
は
利
子
補
給
)
の
適

用
が
鷽
7
p
れ
る
刀
標
準
規
榎
1
1

棟
2
5
一
戸
租
度
の
高
齢
者
住
宅
(
I
D

K
)
、
慚
堋
人
(
生
活
援
助
員
)
住
宅
、

!
茎
、
そ
の
他
共
用
郡
分
が
あ
'
{
y
も

の
構
遨
・
般
備
-
区
の
民
間
借
上
高

齢
者
集
合
住
泰
通
設
基
羣
に
よ
る
僭

上
料
―
都
優
良
民
間
賃
貸
住
宅
制
纜
に

よ
る
楝
耳
に
準
ず
る
建
築
主
へ
の
助

成
I
瑤
設
贊
芻
よ
ぴ
設
計
監
理
費
等
の

一
部
を
桶
助
χ
入
居
者
募
集
や
住
宅

の
日
常
管
理
は
区
が
行
い
ま
す
募
集

棟
歎
I
a
力
所
(
高
齢
者
集
合
住
宅
が

既
に
開
設
し
、
ま
t
は
現
に
建
設
中
の

地
孥
萱
陬
く
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

審
査
の

上
決
定
)

期
限
1
4

月
2
0
E

申
・
問
先
1

千
仕
汞

庁
舎
・
高
恥
者
庄

宅
係
　
(
1
2
)
1
1
1
L

㈹

高
齢
者
等
家
賃
助
成

区
で
は
、
区
内
の
民
間
賢
貸
住
宅
に

お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障

害
者
の
い
る
世
帯
お
よ
び
ひ
と
り
羈
世

柎
の

方
が
、
取
り
糲
し
に
よ
り
立
ち
の

‘
篆
迺

ら
れ
た
場
合
、
転
居
後
の
民
間

賃
賃
限

宅
の
家
賃
と
の

差
願
の
一
部
助

成
等
を
行
つ
て
い
欒
歹
(
両
齢
者
の
み

の
丗
蒂
の
方
に
つ
い
ア
a

、
宅
地
建
物

取
引
業

筋
会
の
筋
力
奎

彈
て
、
庄
宅
あ

っ
せ
ん

等
も
行
つ
て
い

李
す
)
。

※
4

月
か
ら
甲
纃
悪
口
が
家
5
り
声

レ
た
。

申
・
問
先
一

千
住
本
庁

舍
・
高
齢
滿
住

宅
係
　
(

―
)
1
1
1
1

㈹
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千住本庁舎へのお問い合わせは

……3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
次
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
/
下
肢

ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
の
I
～
3
級
/

視
覚
障
害
ま
た
は
内
部
璋
害
の
I
級

※
た
だ
し
、自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を

受
け
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。申
請
=

身
体
障
害
者
手
帳
・
印
か
ん
を
窓
口
に

持
参
交
付
日
時
=
4
月
1
2
日
～
1
5

日
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
(
正

午
～
午
後
1
時
を
除
く
)

※
交
付
日

に
来
ら
れ
な
い
方
は
4
月
1
8日
か
ら
随

時
交
付
し
ま
す
。
申
・
問
先
よ

庄
本

庁
舎
・
障
害
福
祉
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
I
)

ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

回
禀
岳
1
圦
`
一
£
渠

す
。
場
所
=
熱
海
、
犬
吠
埼
、
軽
井
沢

な
ど
1
1力
所

対
象
=
母
子
ま
た
は
父

子
家
庭
の
方

宿
泊
料
=
無
料

た
だ

し
、
入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿
泊

料
金
の
差
額
等
は
自
己
負
担
(
年
度
内
2

泊
ま
で
)

申
込
―
各
施
設
へ
直
接

予
約
(
必
ず
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)

予
約

後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は
児
童
助
成

係
の
窓
口
で
、
利
用
券
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
(
母
子
年
金
・
児
童
扶
養
手
当

証
書
、
児
童
育
成
手
当
支
払
通
知
書
な

ど
、
ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
と
印
か
ん
を
持
参
)

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

児
童
育
成
手
当

(育
成
手
当
・
障
害
手
当
)

の
改
正

□
育
成
手
当
の
手
当
額
お
よ
び
支
給
対

象
年
齢
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

対
象
=

昭
和
5
1年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童
/

父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
、

生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
/
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
/
父
ま
た
は
逧
が
重
度
の
障
害
(
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

手

当
額
=
1
万
2
千
5
百
円

□
障
害
手
当
の
金
額
が
改
正
さ
れ
ま
し

た

対
象
=
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害

が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
/
精
神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳
」1

～
3
度
/
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者

手
帳
」
―
・
2
級
/
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は

進
行
性
筋
萎
梠
症

手
当
額
=
1
万
4

千
5
0
0円

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
申
請
に

必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の
で

。
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

表1　 福祉事務所一覧

仕

事

勤
労
青
少
年
寮

入
寮
者
募
集

対
象
=

都
内
中
小
企
業
に
動
め
る
1
5
歳

以
上
2
8
歳
未
満
の
独
身
男
性
(

月
収
2
0

万
円
以
下
)

場
所
‥‥。千
住
桜
木
2
-
1
5
1
1
-
1
0
1

交
通
=

北
千
住
駅
か
ら

都
営
ま
た
は
東
武
バ
ス

、
千
住
桜
木
町

下
車
徒
歩
2
分

施
設
=

個
室
(
1
1
に
・
7

ぜ

の
ほ
か

、
共
同
の
浴
室

、
談
話

室
、
図
書
室
な
ど

料
金
=

月
額
6

千
1
0
0

円
(

他
に
光
熱
水
費
)

申
込
=

随

時

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
融

資
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

事
業
所
名
簿

整
備
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
所
に
関
す
る
基
本
的
な
統
計
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
6
年
4

月
2
0日
現
在
で
、
全
て
の
事
業
所
を

対
象
に
「
事
業
所
名
簿
整
備
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
纐
が
4
月
2
0日

以
降
に
名
称
。
電
話
番
号
、
所
在
地
、

事
業
の
種
類
、
従
業
者
数
を
聞
き
取
り

に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

事
業
所
り
生
産
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
一
定
の
場
所

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

中
小
企
業

経
営
改
善
資
金

の
お
知
ら
せ

長
期
化
す
る
景
気
後
退
に
対
し
、「
経

営
改
善
資
金
(
運
転
資
金
)
」の
融
資
あ

っ
せ
ん
を
、
以
下
の
条
件
で
実
施
し
ま

す
。

融
資
限
度
額
儿
刈
万
円

あ
っ

せ
ん
利
率
d
U
%
(
3

年
程
度
の
間
、

区
が
2
.
0
%の
利
子
補
給
を
し
ま
す
)

融
資
期
間
=
4
年
以
内
(
据
置
期
間
1

年
以
内
を
含
む
)

受
付
開
始
日
=
4

月
2
6日
(
火
)

保
証
=
原
則
と
し
て
、

東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
(
保
証

料
は
全
額
区
負
担
)

対
象
=
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
区
内
中
小
企
業
の

方
(

ア
)
景
気
の
後
退
に
伴
い
事
業

継
続
に
影
響
を
受
け
、
最
近
3
ヵ
月
間

ま
た
は
1
年
間
の
生
産
額
ま
た
は
売
上

額
が
、
前
年
同
期
比
で
ロ
ー
%以
上
減
少

し
て
い
る
方
(

イ
)
同
じ
く
前
年
同

期
比
が
5
%
以
上
減
少
し
て
い
る
方

で
、
経
営
改
善
の
た
め
、
次
の
い
ず
れ

か
の
対
策
を
し
て
い
る
方

①
新
規
事

業
分
野
へ
の
進
出

②
海
外
進
出
、
海

外
企
業
へ
の
委
託
等

申
・
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

リ
サ
イ
ク
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

の
購
入
者
に

補
助
金
助
成

生
ゴ
ミ
を
家
庭
で
た
い
肥
に
変
え
ら

れ
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用

に
役
立
つ
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
を
購
入

す
る
方
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

対
象
―
区
内
在
住
で
コ
ン

ポ
ス
ト
化
容
器
を
お
く
ス
ペ
ー
ス
の
あ

る
方

※
購
入
す
る
前
に
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い

。
購
入
後
の
申
請
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

補
助
額
=
購
入
価
格
の
2

分
の
人

た
だ
し
上
限
1
万
円
)

申

込
=
直
接
窓
口
(
先
着
順
)

期
限
1
4

月
2
2日

申
・
問
先
a
中
央
本
町
庁

舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

乾
電
池
・
紙
パ
ッ
ク
の

回
収
場
所
が

増
え
ま
し
た

4
月
1
日
か
ら
使
用
済
み
乾
電
池
・

紙
パ
ッ
ク
の
回
収
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所

が
増
え
ま
し
た
。

場
所
―
東
伊
興
住

区
セ
ン
タ
上
東
伊
興
1
-
5
-

召

・

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
こ
ど
も
科
学
館
(
栗

原
1
1
3
-
1
)

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

教

育

区
立
第
四
中
学
校

夜
間
学
級

入
学
希
望
者
募
集

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。時

期
=
随
時
対
象
=
小
・
中
学
校
を
卒

業
で
忝
な
か
っ
た
方
で
学
習
意
欲
の
あ

る
方
授
業
時
間
=
午
後
5
時
3
0
分
～

9
時
※
様
々
な
行
事
、ク
ラ
ブ
活

動
、給
食
あ
り
受
付
時
間
1
午
後
3

時
～
9
時
3
0
分
(
春
休
み
中
は
、午
後

2
時
～
7
時
3
0分
)

申
・
問
先
↓

四
中
学
校
夜
間
学
級

(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

掲
示
板

□
平
成
6
年
工
業
統
計
調
査
広
報
用

ポ
ス
タ
ー
募
集
期
間
=
4
月
2
5
日
～

6
月
2
0日
(
当
日
消
印
有
効
)

内

容
=
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
方
の
工
業
統

計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
調
査

へ
の
協
力
が
靡
ら
れ
る
よ
冫
な
内
容
の

も
の
/
用
紙
は
日
本
工
業
規
格
A
2
判

(
5
9
m
x
4
2
m
)を
縱
長
に
使
用
/
使

用
す
る
色
は
4
色
以
内
(
白
は
I
色
に

数
え
な
い
ン
図
案
に
は
、「
通
商
産
業

省
」「
都
道
府
県
」「
市
区
町
村
」「
工
業

統
計
調
査
」「
平
成
6
年
1
2月
3
1日
」の

文
字
を
必
ず
入
れ
る
/
写
真
の
使
用
は

不
可
/
作
品
の
裏
面
に
は
、
庄
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
職
業
(
学
生
の
場
合

は
学
校
名
、
学
年
)
を
明
記
/
通
商
産

業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
工
業
統
計
課

〒
圈
千
代
田
区
霞
が
闃
―
-
3
1
1
　
3
5
0
1
)
9
9
2
9

□
福
祉
定
期
郵
便
貯
金
の
受
け
付
け
期

間
が
1
年
間
延
長
に
な
り
ま
し
た

貯

金
内
容
=
預
入
期
間
:
i
年
、
受
付
期

限
…
平
威
7
年
2
月
2
8日
、
預
入
金
額
=

・
I
人
3
0
0万円
ま
で
、
利
率
=
年
皆
　
(

税
引
後
麗
气

平
成
6
年
3

月
現

在
)
、対
象
…
老
齢
福
祉
年
金
、障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
方
。
な
お
、
ご
利
用
で
き
る
金

融
機
関
は
ひ
と
つ
に
限
ら
れ
ま
す
/
足

立
郵
便
局
貯
金
課

(
3
8
8
1
)
4
2
8
0

□
ひ
っ
た
く
り
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

動
め
帰
り
、
買
い
物
な
ど
の
バ
ッ
グ
等

の
ひ
っ
た
く
り
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
合
わ
な
い
様
、
次
の
事
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
自
転
車
の
前
か
ご
等
に

バ
ッ
グ
類
を
入
れ
る
時
は
網
な
ど
で
覆

い
ま
し
ょ
う
/
バ
ッ
グ
類
は
、
体
か
ら

放
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
/
金
融

機
関
へ
の
行
き
帰
り
は
沮
わ
れ
や
す
い

の
で

、
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
時
は

自
動
車
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ

う

《
西
新
井
警
察
署
》

□
浄
化
槽
は
清
掃
・
点
検
・
検
査
で
正

し
く
管
理
し
ま
し
f
つ

浄
化
槽
を
お

持
ち
の
方
に
は
、
浄
化
槽
を
正
し
く
働

か
せ
る
た
め
に
、
清
掃
・
保
守
点
検
・

法
定
検
査
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
清
掃
局
で
は
、2
3

区
内
の
下
水
道
禾
普
及
地
域
に
あ
る

浄
化
槽
の
う
ち
、
届
け
出
の
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
、
清
掃
料
金
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
平
威
6
年
度
の

「
軽
減
証
」
は
4
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

し
た
。
平
成
7
年
3
月
3
1日
ま
で
有
効

で
す
の
で
、
使
用
時
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い

。
ま
だ
、
助
成
を
受
け

て
い
な
い
方
で
、
冢
を
新
築
し
た
り
、

分
譲
住
宅
を
購
入
し
た
方
は
、
建
築
確

認
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
「
浄
化

槽
使
用
開
始
報
告
書
(
(
ガ
キ
)
」で
使

用
開
始
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
ノ

清
掃
局
環
境
指
導
部
指
導
助
成

課
(
5
3
2
0
)
5
8
1

″
D

□
運
転
免
許
証
の
住
所
は
、
現
在
の
居

住
地
に
な
っ
て
い
ま
す
か
5

月
の
道

路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て
、
あ

な
た
の
免
許
証
の
住
所
地
に
「
更
新
前

の
案
内
は
が
き
」
を
送
付
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
、
ま
た
は
試
験

所
で
住
所
変
更
を
し
ま
し
ょ
う
。

(
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
薯
察
署
)

□
都
税
事
務
所
の
名
を
か
た
る
業
者
に

ご
用
心

最
近
、
都
税
事
務
所
か
ら
の

紹
介
と
I言
っ
て
口
吊
一
報
セ
ン
タ
ー
と

名
乗
り
、
新
設
法
人
に
対
し
て
会
員
と

な
る
よ
う
強
制
し
、
多
額
の
入
会
金
等

を
請
求
す
る
業
者
が
現
れ
ま
し
た
。
都

税
事
務
所
は
、
訪
問
販
売
等
の
業
者
と

は
、
一
切
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
。
不
審

な
人
が
訪
問
し
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り

の
都
税
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

《
足
立
都
税
事
務
所
》

□
平
成
6
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
の
送
付
月
と
納
期
限
が
変
更
に
な

り
ま
す

今
年
は
3
年
に
一
度
の
評

価
替
え
の
年
に
あ
た
る
た
め
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
し
ま
す
。
期
間

・
:
4
月
1
日
～
2
0日

ま
た
、
第
1
期

の
納
期
隕
は
5
月
3
1日
で
す
。
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
は
、5
月
m
一日
ご

ろ
の
発
送
予
定
で
す
。/
足
立
都
税
事

務
所
　
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

4
月
2
1
日
(
木
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/
内
容
…
講
演
会
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条

約
に
つ
い
て
」
、
技
術
相
談
、
革
工
芸
教

室
他
/
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
墨

田
区
東
墨
田
3
・
'
3
-
1
4

3
6
1
6
)
1
6
7
1

□
パ
ー
ト
募
集
寮
母
職
(
高
齢
者
の

介
助
)
の
補
助
/
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/
4
0歳
位
ま
で
の
方
で
、
自
転
車
等

で
通
動
可
能
の
方
/
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
日
の
出
(
日
の
出
町
2
7
1
3
1
1
0
1
)

(
3
8
7
0
)
-
1
2
1

□
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正

4
月
1
日
か
ら
登
録
即
入
会
制
度
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
社
会
保
険
労
務

士
の
登
録
者
で
3
年
後
ま
で
に
社
会
保

険
労
務
士
会
の
会
員
に
な
ら
な
か
っ
た

と
き
は
。
登
録
が
抹
消
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
は
抹

消
さ
れ
な
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
再

登
録
で
き
ま
す
。/
東
京
都
社
会
保
険

労
務
士
会

(
3
8
1
6
)
8
5
6
1

□
短
期
講
習
「パ
ソ
コ
ン
(
初
級
)
」科

5
月
1
9
・
2
0
日
…
午
後
6
時
～
9
時
1
0

分
、5
月
2
1
・
2
2
日
・
:
午
前
9
時
～
午

後
4
時
1
5分
/
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
習

う
在
職
者
/
1
5人
(
抽
選
)
/
5
千
8
0
0

円
/
4
月
1
8日
、
午
後
6
時
に
直
接
窓

口
で
申
込
/
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校(

3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
無
料
法
律
相
談
毎
週
木
・
土
曜
日
、

午
後
1
時
/
東
京
大
学
本
郷
校
/
不
動

産
、借
地
、相
続
、交
通
事
故
な
ど
(
刑

事・
税
金
問
題
を
薩
く
)
/
電
話
予
約
/

東
京
大
学
法
律
相
談
所

(
3
8
1
2
)
2
1
1
1

㈹
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国

保

納
入
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

平
成
6
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納

入
通
知
書
を
、
4
月
1
9日
に
発
送
し
ま

す
。
た
だ
し
、
今
回
通
知
す
る
保
険
料

は
、
平
成
5
年
度
住
民
税
額
で
仮
計
算

し
て
あ
り
ま
す
。
正
し
い
保
険
料
は
、

平
成
6
年
度
住
民
税
額
が
決
定
し
た
時

点
で
再
計
算
し
ま
す
の
で
、
7
月
に
改

め
て
通
知
し
ま
す
。
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
日
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資

格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

保
険
料
の

改

定

平
成
6
年
度
S
民
健
康
保
険
料
の
最

高
限
度
額
が
、
年
額
5
0万
円
(
I
世
帯

当
り
)
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
な
溽
営
と
発

展
の
た
め
の
改
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
丿
中

央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

税
の
申
告
が
必
要

な

い

方

は

、

「

保

険

料
に
関
す
る
申
告

書
」
の
提
出
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
世
帯

主
(
未
加
入
の
世
帯
主
も
含
む
)
で
、

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な

い
次
の
方
は
、「
国
民
健
康
保
険
料
に
関

す
る
申
告
書
」
(
簡
易
申
告
麝
)
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
算
定
や
高
額

療
養
費
支
給
の
判
定
の
基
礎
と
な
り
ま

す
。

対
象
=
平
成
5
年
中
に
所
得
の

な
か
っ
た
方
/
平
成
6
年
1
月
―
日
現

在
で
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
方
/
6
5

歳
以
上
で
年
金
収
入
の
み
の
方
(
い

ず
れ
も
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
を
し
た
方
は
不
要
)
※
該
当
と
思
わ

れ
る
世
帯
に
は
申
告
書
を
送
付
し
ま
し

た
が
、
必
要
な
樊
ほ

国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
各
区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
限
1
4

月
1
5日
(
郵
送
可
)

問
先
=
中
央

朮
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何

も
連
絡
が
な
い
た
め
。
手
続
き
を
し
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動
務
先
の

健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
た
場

合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
か

ら
き
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、
医

療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則
と

し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

(資
格
喪
失
証
明
S
、
離
職
票
、
退
職

証
明
一
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、届
出

人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

(運
転
免
許
証
、
公
共
料
金
の
領
収
書

等
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
場
合
は
不

要
ン

家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康

保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
(
国
民
年
金
旁
隊
く
)

の
受
給
者
は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知一
を
窓
口
に
持
参

※
届
出

人
が
代
理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

員
以
外
の
方
)
の
場
合
や
、
住
所
・
氏

名
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
証

は
後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。い
ず
れ
も
、

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
先
g
各
区
民
事
務
所
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
表
2

内
容
―
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

問
先
―
中
央
木
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

今
月
は

老
齢
福
祉
年
金
証
書
の

提
出
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
(
緑
色
の
手

帳
で
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
る
年
金
)
は
4

月
の
支
払
い
(
4
月
H
日
か
ら
)
を

受
け
た
ら
、
老
齢
福
祉
年
金
証
書
を
国

民
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
8
月
の
支
払
金
額
を
年
金
証一
に

記
入
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で

す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課

給
付
係(

3
8
8
0
)
5
1
6
5

6
0歳
説
明
会

日
時
1
4
月
1
9日
(
火
)
、
午
前
1
0時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、
開

始
3
0分
前
か
ら
)

場
所
=
千
僅
本
庁

舎
7
階

対
象
=
昭
和
9
年
5
月
2
日

～
6
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対
象
者
に

は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の

し
く
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び

個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
a
中
央

本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

表2　 ねんきん出張相談日程表

生
活
環
境

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
3
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室
　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 水洗化可能地域

水
洗
化
工
事
融
資

貸
付
金
利
の
改
定

内
容
=
水
洗
化
工
事
(
水
洗
便
所
へ
の

切
り
換
え
、
浄
化
槽
の
撤
去
、
排
水
設

備
の
設
置
)
の
資
金
に
お
困
り
の
方
に

一
定
の
条
件
の
下
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

融
資
額
=
5

万
円
以
上
3
5
万
円
以
内

金
利
9
表
4
の
と
お
り

※
平
成
6
年
4

月
1
日
受
付
分
よ
り
適
用
で
工
事
肴

工
浚
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
着

工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・

問
先
り
中
央
本
町
庁
舎
・
計
画
調
整
課

助
成
係(

3
8
8
0
)
5
2
0
8

祭
礼
等
の
寄
付

募
集
に
つ
い
て

東
京
都
の
「
金
銭
物
品
等
の
寄
付
募

集
に
関
す
る
条
例
」
が
平
成
6
年
3
月
3
1

日
で
廃
止
と
な
り
、
い
ま
ま
で
都
知

事
・
区
長
の
許
可
が
必
要
た
っ
た
募
金

許
可
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

道
路
等
で
行
う
募
金
活
動
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
、
警
察
等
の
許
可
が

必
要
で
す
。

問
先
l
地
域
振
興
課
振

興
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

表4　 貸付金利( 年利)

選挙豆知識

政
治
家
等
は

寄
附
が
で
き
ま
せ
ん

公
職
選
挙
法
は
、
き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た
め

寄
附
に
つ
い
て
厳
し
く
規
制
し
て
お
り

政
治
家
等
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
。
寄
附
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。

▽
禁
止
さ
れ
る
寄
附
と
は
?

町
会
・
自
治
会
の
行
事
な
ど
の
際
に

金
一
封
や
お
酒
を
出
畜
左
/

入
学
・

卒
業
・
就
職
・
出
産
な
ど
の
お
祝
と
し

て
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
/
葬
式
に

花
輪
や
供
花
を
出
す
こ
と
/
運
動
会
や

民
謡
大
会
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
に
賞

品
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
カ
ッ
プ
(
持
ち
回

り
の
た
め
の
貸
与
を
含
む
)
を
贈
る
こ

と
/
文
化
・
体
育
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

応
援
の
意
味
で
協
賛
金
を
出
す

」と

▽
違
反
す
る
と
?

政
治
家
等
が
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る

と
公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選
挙
権
)
の

停
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が

こ
れ
ら
の
寄
附
を
政
治
家
等
に
対
し
強

要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
》

ご存じですか

人権擁護委員制度

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に

よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
と
し
て
、
昭

和
2
4年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
人
権
は
、

人
間
が
平
和
に
生
き
て
い
く
上
で
、
最

も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な

く
み
ん
な
の
人
隍
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

足
立
区
に
は
、
法
鵬一
人
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
(
下
表
)
が
い

ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
場
合
な

ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
秘
密

は
、
守
ら
れ
ま
す
。

人権擁護委員名簿
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春
の
施
設
見
学
会

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
生
物
園

な
ど
を
バ
ス
で
巡
り
ま
せ
ん
か

□
グ
ル
ー
プ

日
時
=
5
月
1
9・
2
0日
、6
月
9
1一・
2
2
2
3

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
=
生
物
園
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
等

の
区
内
各
施
設
(
コ
ー
ス
は
、
代
表
者

の
方
に
モ
デ
ル
コ
ー
ス
か
ら
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
)

対
象
=
1
8歳
以
上
の

区
民
で
構
成
す
る
2
0人
以
上
3
0人
以
下

の
グ
ル
ー
プ

定
員
=
5

グ
ル
ー
プ

(抽
選
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
グ

ル
ー
プ
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日
(
第
1

、

第
2
希
望
を
書
い
て
く
だ
さ
い
)
、「
グ

ル
ー
プ
施
設
見
学
会
希
望
」と
明
記
了

グ
ル
ー
プ
ー
通
に
限
り
ま
す
)

期
限
=
4

月
1
5日
必
着

□
個
人

日
時
1
5
月
1
4・
1
7・
1
8・
9
1一日
、
午

前
9
時
I
午
後
4
時
(
予
定
)

見
学

―
生
物
園
、
桜
花
亭
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
等
の
区
内
各
施
設

対
象
=
1
8歳
以

上
の
区
民

※
1
4日
は
親
子
対
象
で

す
。
必
ず
小
学
1
年
生
以
上
の
子
ど
も

と

。
保
護
者
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

定
員
―
各
日
3
0人
(
抽
選
)

申
込
―

往
復
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日
、

「
施
設
見
学
会
希
望
」
と
明
記

※
(

ガ
キ
ー
通
で
2
人
ま
で
。
重
複
は
無
効

期
限
=
4
月
2
0日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

千
住
本
庁
舎
前
か
ら
出
発
し
ま
す
。

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
広
報
課

〒
1
2
0
千
住
I
-
4
1
1
8
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

3 月25日に オープ ンした
ギャラクシテ ィ

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
1
5
月
2
6
日
(
木
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
3
0
分
コ
ー
ス
=
千
住
曙

町
船
着
場～
岩
淵
水
門
一
千
住
新
橋

上
東
京
港
一
千
住
(
水
上
バ
ス
利
用
)

対
象
―
観
光
協
会
会
員
お
よ
び
区
内
在

住
の
方

定
員
儿
'
一
人
程
度
(
抽
選
)

費
用
―
観
光
協
会
会
員
千
5
0
0円/
会
員

外
2
千
円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付
き
、
当

日
現
地
支
払
い
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
会
員
、
会
員
外
の
別
。

「
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
芦

と
明

記
(
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
3
人
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
返
信
用
(
ガ
キ
の

表
に
も
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
)
※

重
複
申
し
込
み
は
、
無
効
で
す

期
限
=
4

月
1
9日
消
印
有
効
(
4
月
2
5日
、

午
前
1
0時
中
央
本
町
庁
舎
2
0
2会議
室
で

公
開
抽
選
。
結
果
は
返
信
用
(
ガ
キ
で

通
知
)

申
・
問
先
―
観
光
協
会
リ
バ

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担
当
(
中
央
本
町
庁

舎
・
産
業
振
興
課
内
)

〒
図
中
央
本

町
1
-
1
7
-
1

3
8
8
0
)
5
1
9
1

教
育
研
究
所
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

は
終
了
し
ま
し
た

児
童
・
生
徒
の
科
学
教
育
振
興
を
目

指
し
た
教
育
研
究
所
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

(竹
の
褫
)
は
、
こ
ど
も
科
学
館
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
(
西
新
井
)
の
開
設
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情 報コー ナー
世帯と人口( 6 年3 月1 日現在)

世 帯　257, 737
人 口　642, 712 人
男　　326, 551 人
女　　316, 161 人

第8 回足立区観光写真コンクール
審 査 結果と
入 選 作 品 の 展 示

今回は、前回を上回る189 点の応
募があり、審査 の結果、次の方 々
が入選し ました( 敬称略) 。　推薦
(区長賞) 一山田 申一( 保木閧一
丁目) 　 特選( 観光協会 会長賁)

一竹内博通( 竹の塚三丁目) ・岩沢
文夫( 中央本町三丁目) 　準特
選一石井宏美( =F住一丁目) ・渋谷
成夫( 千住四丁目) ・広瀬太一( 千
住仲町) ・遠山金司( 南花畑三丁
目) 　入選一飯田芳正( 花畑五
丁目) 外9人　佳作一小川清( 伊
興四丁目) 外14人入選作品を次
のとおり展示しますので、ぜひ、
ご覧ください。期間- 4月8日～
15日 場所 一中央 本町庁舎1 階

ロビ ー 問先 一観 光協会
3880- 5191

羊のいる公園(岩沢文夫氏)

雪 日( 竹内博通氏)

ますます便利に あいネット21
保 養所の空き予約や、 スポーツ

施設 の空き予約もできる よう にな
り、 ますます便利に なったF あい
ネ ット21亅。今年度からは 、パソコ
ン 通信でも空き予約 ができ るよう
になり ます。皆さ んもぜ ひ、ご利

用ください。 貸出機器==あいネ
ット21専用端末機、パソコン用キ
ャプテンソフト 費用一無料( 通
話料は実費負担) 申 込一電話
申・問先一千住本庁舎・広報課
3882- 1111 ㈹

高齢者在宅サービスセンター日の出

昼食サービスの利用者募集
サービスセンター日の出では、

近くに住んでいる高齢者の方で、
昼食を食べに来ることができる方
の利用申し込みを、次のとおり受
け付けします。日時一月曜日か
ら土曜日の間に週2日まで、正午～
午後1 時 場所一高齢者在宅サ

ービスセンター日の出( 日ノ出町27- 3- 101)
対象一原則として65

歳以上の一人暮らしの方。また

は高齢者のみの世帯の方実施==
5月9日から定員- 1日10人
費用=400円( 食材料費のみ)申
込一電話申込期間一4月11日～
18日 ※ 申し込みが定員を超え
た場合は、面接等により、サービ
スセンターで決定させていただき
ます 申・問先一千住本庁舎・高
齢者施設運営係　3882- 1111 ㈹

ことぶきクラブに

参加しませんか
驅い体操、レクリエーション、

手芸などさまざまな活動をやりな
がら、健康づくりや友だちづくり
をお手伝いします。日程- 5月～
翌年3月の毎週木曜日、午後1

時30分～3時30分( 月1回の会食
日は、午前10時～午後1時) 場
所==千住老人館 対象一各種の教
室や講座などに参加していない方
で、気力・体力の衰えを恩じる65
歳以上の方 定員- 20 人 費用一
月額500円( おやつ、会食代) 申
込一電話または直接窓口 申・問
先一千住老人館　3882- 2765

女性総台センターの催し
保育ボランティア養成講座

生汪学習活動に、子育て中の若
いお母さんの参加が増えていま
す。このお母さんを応援するボラ
ンティアになりませんか。 日
程・内容一下表のとおり 対象-
区内在住・在動・在学の女性 定
員- 30 人 申込一往復ハガキに住

所、氏名、年齢、職 業、電話番 号、
希望 理由および 「保 育ボ ランテ ィ
ア」 と明記 期限- 5 月6 日必着
※ 2 歳から学齢前 のお 子さんの保
育を 希望 する方 は、お 子さんの 名
前・生年月日もお 書き ください。
保育オリエンテ ーションを5 月10
日に行います

講演 と講 談によ る女性のつ どい

艾性 がはじめて 参政権を行使し
た昭和21 年4 月10 日の総選挙。 そ
れを記念し て4 月10 日からの1 週
間を 「婦人週間亅 とし ました。各
地で 女性問 題の解 決と、女性の地
位の向 上を目指した 活動が行わ れ
ます。 足立区では 、講演と講談 に
よる 「女性のつどい 」を閧催し ま
す。 女性の権利、 参政権、社会 参
画に つい て 考 え てみ ま せ んか。
日時- 4 月16 日( 二1二)、午後1 時30
分 対象一区内 在住・在動 ・在学
の方( 男性 の参加 もお待ちしてい
ます) ・ 講演 ・講 師- 「女性の 参
画を 進めるため に一地域と地球を
むす ぷ女たちの 活動」、星野昌子氏
( かな が わ 女性 センタ ー 館長)
講談- 「平塚らい てう 一母性保護
論争綢」、宝井琴 桜氏( 講談 師) 定
員=250 人( 先着 順) 申 込一電話、
ハガ キ、直接窓 口のいずれか
※ 2 歳から学齢前 のお子さん の保
育を 希望する方 は、亊前にご 連絡
ください

女性団体の 学習活動を 支援します

女性団体 が自主的に女性問題を
学習す る とき の 講師 の 派遣お よ
び、その費用の一 部を 援助し ます。
対象一区内 に活動の主体を置き、

区内在住の方が7 人以上( うち女
性が7 割以上) の団体 定員- 15
団体( 審査および抽選) 申込一
所定の申請書を提出 期限- 5 月10
日

――いずれも――

費用一無料 場・申・問先一女性
総合センター 〒123梅田7- 33- 1　3880- 5222

保育ボランティア養成講座日程

※ いずれも火曜日( ただし、6月9日は木曜日) 。時間は、午前10時～正午

4月の安売デー
青果 物… j 1月20日( 水) 、黄 緑の

ノボリ のあ るお店　 魚 … 4 月15
日( 金) 、青 いノ ボリ のある お 店
主 催一 東京都青果物商業協同 組合
千住 ・西新井・綾瀬支部、関 東水
産物 商業 協同 組合西新井 ・千 住支
部 後援一足 立区 ※ この安 売り
デ ーは 、5月分 から「公社あだ ち」20
日号の、朝市・安売り情 報コー

ナ ーでお 知ら せします

「あだち広報」は再生紙を使用しています S. Se. J . 240, 000


